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本研究室は、社会行動を主な研究対象とし、その基盤となる脳内機構、神経内分泌機構につい
て、マウスを用いて遺伝子、分子、組織、生理等のレベルでの解析を通して明らかにすること
を目指しています。意欲ある学生の皆さんが、参加してくれることを期待しています。

・性ステロイドホルモンと社会行動（小川）

遺伝子
神経回路

内分泌系
（ホルモン）

攻撃行動や、性行動、社会的認知など社会行動は、
発達段階に伴い大きく変化するとともに、性差が
みられ、さらには大きな個体差も存在します。私
たちは、このような社会行動の違いを生み出す脳
内メカニズムを明らかにするとともに、それらが
内分泌系（ホルモン）や遺伝子、そして免疫系の
影響をどのように受けるかを明らかにすることを
目指しています。

・攻撃行動に関わる生物学的基盤の解析（高橋）
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性ステロイド ホルモンは、 個体の一生を通して  
社会行動の表出の制御・ 調節に中心的役割を担う  

卵巣から分泌されるエスト ロゲン  

精巣から分泌されるアンド ロゲン  

形成作用  
（ 社会行動の神経機構を構築する）  

活性作用 
（ 社会行動の神経機構を調節する）  

適応的な攻撃行動 過剰な攻撃行動マウスはなわばり性の動物なので、雄マウスはなわばり
を守るために攻撃行動を示します。しかし、欲求不満や
社会的挑発などにより、攻撃行動が過剰になることが知
られており、そのような攻撃行動が過剰になる仕組みが
ヒトで問題となる攻撃性に関係すると考えられます。私
たちは、オプトジェネティクスや薬理遺伝（DREADD）、
ファイバーフォトメトリー、マイクロダイアリシスなど
の手法を用いて、攻撃行動に関わる神経回路の解析を進
めています。
また、社会的隔離などの社会的ストレス経験は攻撃行動
を増加させます。また、近年では免疫系や腸内細菌叢な
どが攻撃行動に影響をおよぼすことも明らかとなってき
ています。本研究室では、社会的ストレスや免疫系・腸
内細菌叢がどのように神経回路に影響して攻撃行動を変
化させるのかについても研究しています。

社会的ストレス 免疫系
腸内細菌叢

自身を取り巻く他個体（人）と行動的，情動的関係性を
築くこと，すなわち「社会性の形成と維持」は、ヒトを
含め多くの動物種にとって根幹的なことですが、高度に
情報化した現代社会では、「社会性の変容」に起因する
様々な問題が顕在化しています。ヒトの一生においては、
時期特異的、性特異的、脳領域特異的に働くホルモンの
働きによって様々な社会行動、絆行動の表出が制御され
ています。そこで、我々の研究室では、ホルモンが、
「いつ」、「どこで」、「どのように」に作用して
（１）社会行動の表出を司る神経系を構築し、（２）適
応的な行動の表出を支え、（３）性差、個体差を生み出
すのか、を明らかにすることにより、「社会性の形成と
維持を司る脳内機構」の解明を目指します。

社会行動
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